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算数教育における「説明する活動」の意義と指導について

<修士論文要旨>

序章:本研究の日的と方法

近年行われた全国学力・学習状況調査や

国際数学教育調査において,自分の考えを

記述したり他者の考えを読み取ったりする

ことについて子どもたちに課題があると指

摘されている。

この結果を受け,平成20年に改訂された

学習指導要領においても算数的活動が内容

として位置づけられ,具体的な内容が例示

された「算数的活動」の中に「説明する活

動」が新たに取り入れられた。このように,

今まで以上に小学校段階における言語活動
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が重要視され,国語科の指導だけでなく各

教科等における充実が求められている傾向

にある。また,現代社会では図や表から情

報を読み取る力や説明する力が必要であり,

そうした力を算数教育で身にっけさること

が必要である。

そこで,本研究では算数教育における「説

明する活動」を明確にし,児童が説明する

ために必要な言葉,数,式,表,グラフ等

を論理的に説明するために必要なアプロー

チの仕方や教材にっいて考察していきたい

と考え,このテーマを設定した。
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第1章:算数教育における説明する活動の

現状と課題

1 学習指導要領における算数的活動と説

明する活動

平成20年に公示された学習指導要領で

算数科の目標のはじめには「算数的活動を

通して」という文言がある。これは,児童

が算数的活動に取り組み,教師が適切に指

導を行うことによって目標に示されてい

ることを実現するという,学習指導の進め

方の基本的な考え方を述べたものである。

算数的活動とは,児童が目的意識をもっ

て主体的に取り組む算数にかかわりのあ

る様々な活動を意味している。算数的活動

を通して,数量や図形の意味を実感をもっ

てとらえたり,思考力,判断力,表現力等

を高めたりできるようにするとともに,算

数を学ぶことの楽しさや意義を実感でき

るようにするためには,児童が目的意識を

もって主体的に取り組む活動となるよう

に指導する必要かおる。算数に関する課題

について考えたり,算数の知識をもとに発

展的・応用的に考えたりする活動や,考え

たことなどを表現し,説明する活動は,具

体物などを用いた活動ではないとしても

算数的活動に含まれるものである。

。今回の改訂では,授業における算数的活

動の在り方を明確にし,算数的活動の一層

の充実を図るために,各学年の内容におい

て,具体的な算数的活動が示され,その中

に説明する活動が含まれている。

2 全国学力･学習状況調査や国際数学教育

調査における記述式問題

全国学力・学習状況調査では,“言葉や式

を用いて記述するこどに課題であると分

析された。また,全国学力・学習状況調査

の質問紙におけるアンケート結果において

は,授業で自分の考え方を発表,説明する

活動を取り入れていくことが大切であり,

授業において一人ひとりの児童が考えたこ

とを自分の力で,発表したり,まとめたり

することで,記述式問題を解く力を身につ

けさせることにつながることが分かる。

国際数学･理科教育動向調査の2007年調

査(TIMSS2007)やOECD生徒の学習到

達度調査2006(PISA2006)において,数

学について知識・技能を実際の場面で活用

する力に課題があるとされた。そして,質

問紙調査においても自分の答えを説明した

り,算数で学んだことを日常に結びつけた

りすることを苦手とする児童が比較的多く

いた。このことから,算数・数学の授業を

通じて実際の場面を活用し説明する機会を

多く取り入れその力を身につけさせること

が必要である。

第2章:「説明する活動」の先行実践研究

○黒崎東洋郎氏の先行実践研究

黒崎は,わかりやすい説明の主要な構成

要素に,「根拠」「筋道」「具体」等を挙

げている。

1 根拠のある説明

児童が見出した考えを説明するとき考え

の根拠を明確に述べることが不可欠である。

第5学年,小数のわり算で「1.2÷3の計算

の仕方を考える」授業で,根拠のある説明

力を述べる。例えば,次のような児童の説

明力は,いかがなものであろうか。「1.2を

12にして,12÷3=4, 4にOをつけて0.4,ど

うですか?」一見わかりやすい説明と思わ

れるかもしれないが,下記の通り,根拠が

全く述べられていないので,わかりやすい
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説明とはいえない。

第1点:なぜ, 1.2を12にするのか理由が

述べられていない。

第2点:1.2をどのようにすれば12になる

のか根拠が述べられていない。

第3点:なぜ,4にOをつけるのか,その根

拠が述べられていない。

第1点については,小数のままでは計算で

きないから,整数に直して考えたという理

由が必要である。第2点については,「0.1

を単位にして」「1.2を10倍して」という根

拠が必要である。第3点も同様に,「0.1を

単位にして」「10でわって」という理由が

不可欠である。

2 筋道を立てた説明

手順が明確な説明が,筋道を立てた説明

である｡説明の手順を示す言葉は,例えば,

「まず」「次に」「最後に」である。

3 具体的な説明

小学生の発達段階を考えると,説明を言

葉だけで進めることを求めることは適切で

はない。算数科では,具体物を使って説明

させた方が一般的に説明しやすい。また,

その方が説明を聞く側も,視覚的に捉えや

すいのでわかりやすいと言える。

以上のことから,わかりやすい「算数の

説明力」には,「根拠のある説明」「筋道

を立てた説明」「具体的な説明」を用いる

ことが求められる。

第3章:算数教育における「説明する活動」

の意義

○説明する活動の意義と分類

1 説明する活動の意味について

説明という活動は教師が行う活動とし

て取り扱われていた。 しかし,今回の学習

指導要領で扱われている説明する活動は,

教師が知識や概念を教え込むのではなく,

児童が主体となった活動をし,児童が自分

自身の言葉で説明することから,知識や技

能の必要性を感じ習得して,それらを活用

していけるようにすることを重視する活動

である。 したがって,児童が自分自身の言

葉で説明する活動にはどのようなタイプが

あるのか分類わけし,それぞれのタイプご

とに説明する活動の必要性を提唱していく。

説明する活動とは,児童が算数的活動を

通して自分自身の言葉で未知の事柄を既有

の知識に関連させて明らかにすることとす

る。以下は,「説明する活動」のタイプを分

類わけしている。

2 説明する活動の分類

I.説明する対象

①児童が他の1人の児童とベアになっ

て説明する活動

②児童が2,3人といった少人数のグル

ープになって児童に説明する活動

③児童が学級全体に説明する活動

④教師が説明する活動

⑤その他の人が説明する活動

このように,説明する対象をクロス表で

分類することでどのような説明対象があり,

授業に用いられているかを明確にすること

ができる。
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II.児童が説明するときの手段

①記述

②口述

③ジェスチャー

一般的に説明する際には記述,口述,ジ

ャスチャーのすべてを交えながら行うこと

が多い。説明の手段としてこれらの方法を

うまく活用することが授業には求められる。

Ⅲ。児童が説明 る上での 方法

①言葉(話す・書く)

②数,式

③図,数直線

④表,グラフ

⑤絵

⑥具体物

※言葉を用いながらジェスチャーで説明す

ること,具体物を用いながら記述で説明す

ることはないので斜線にしてある。

児童が説明する上での手段と表現方法の

クロス表である。このように表にまとめる

ことで,今まで用いてなかった手段や表現

方法を振り返り用いたり,その状況に応じ

手段や表現方法を改善したりと,授業に活

用することができる。

Ⅳ。児童が説明するレベル

①どう求めたか仕方・方法を述べる

②内容や意味を伝える

③理由を述べる

④証明する

第2章の黒崎氏の先行実践研究を用いて

述べる。この問題は,第5学年の小数のわり

算で「1.2÷3の計算の仕方」を学習する場

面である。

① どう求めたか仕方・方法を述べる

1.2を12にして,12÷3=4で,

4にOをつけて0.4になる。

のように,子どもが求めた方法を説明す

る活動。このままでは,「なぜ, 1.2を

12にしたのか」「1.2をどのようにすれ

ば12になるのか」「なぜ4に0をつける

のか」といった根拠が述べられていない。

② 内容や意味を伝える

この場面では,「1.2をどのようにす

れば12になるのか」といった式の意味

を説明する。

1.2を10倍して12にして,3で割り,

12÷3=4

4を10で割って, 0.4になる。

③ 理由を述べる

この場面では,「なぜ, 1.2を12にし

たのか」「なぜ,4にOをつけるのか」

といった計算の理由を説明する。

小数のままでは計算できないから,

整数に直すために1.2を10倍して12と

なる。

12を3で割り,12÷3=4

整数に直すために10倍したのをもど

すために,4を10で割って, 0.4o

④ 証明する

上記のように説明レベルに分けることで,
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どうやって求めたか仕方・方法を述べるや

内容や意味を伝えるだけで説明する活動が

止まってしまっていないかを振り返ること

ができ,また児童に理由を述べさせるよう

に指導するように心掛けることができる。

V.児童が説明するときの表現力のレベル

①低学年

②中学年

③高学年

児童の説明する力は,言語能力の発達や

学年や年齢によっても異なってくる。算数

科で説明する活動を取り入れる上では,国

語科の言語活動の指導にも大きくかかわっ

てくると考えられる。

国語科の言語活動を踏まえることで,算

数科における説明する活動を発達段階に応

じ指導していくことができる。

○説明する活動の表現方法

説明するにあたっての表現方法に中原

(1999)の構成的アプローチによる算数の新

しい学習づくりを見ていく。

1 導入題の工夫

導入題を,主として学習の方法的な面と

内容的な面から,それぞれ工夫･開発して

いる｡方法的な面からは問題づくりや具体

的な活動の工夫,内容的な面からは自力解

決の可能性,知的好奇心,面白さなどの面

からの工夫を考えている。

2 表現方法の工夫

次に,表現方法について考えていく。算

数の学習では,絵や図,式,学習具など様々

な表現が用いられる。これらを有効に活用

することで,子どもたちによる算数的知識

の構成を促進することが考えられる。

構成的アプローチにおいては,教材に応

じて適切な表現方法を工夫･開発している,

第4章:説明する活動の指導

○説明する活動のための指導法・教材

<説明したくなる教師の言葉,発問>

・友達の考えに付け加えて説明する

・ 困ったところから教師のヒントよ

り別の表現方法で説明する

・相手を意識して説明させる

いくら説明しても,相手を意識して説明

しなければ説明する力は磨かれない。相

手がどこまで理解しているのかを考えな

がら説明することで,説明する力が身に

ついていく。

<説明する力を伸ばすための指導法>

① 課題設定

児童が「あれ?」「どうして?」と思う

ことで,根拠を明らかにしようとする意識

が生じる。さらに,多様な方法や考えがあ

る場合,よりよいものを求めようという意

欲を持つ。また,児童に分かりそうで分か

らないような問題場面を与えることで,そ

のもやもやを拭い去ろうと,真剣になって

考え,理解したいという気持ちが生じる。

②表現の工夫

・対立した意見が出た場合,結果だけを述

べていては,相手を説得できない。相手

に自分の意見を理解してもらうために,

相手がイメージしやすいように図や具

体物などの表現方法を用いて説明する

と,相手に伝わりやすくなることを理解

させる。

・「まず」「次に」「そして」「それから」「最

後に」などの言葉を使うことで,説明す

る児童も順序だてて整理して説明する

ことができる。また説明を聞く児童も理

解しやすくなるレ
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③具体的な根拠のある説明をさせる工夫

(教師に対する説明する力)

ノートに問題解決の手段を書かせると

きに,他者が見ても理解できるように指導

することで,図や式を書くだけでなく,そ

こに言葉で説明を補うようになる。

授業中にすべての児童が説明できるわ

けではない。そこで,今日の学習をノート

に自分なりの言葉でまとめさせる。その際,

今日の学習で分かったことに理由や考え

を加えて書かせることで,児童が教師に向

かって説明しようとする力をつけさせる

ことができる。

(友達に説明する力)

授業中に根拠を話し合う場面を設定す

ることで,友達に説明する力を身につけさ

せる。説明する相手を考えることで,説明

する方法や表現方法が変わってくること

を理解させ,相手に伝えようとすることが

大切である。また,説明を聞く側も相手が

どんな思いや考えを伝えようとしている

のかを理解しようとする力が身につく。説

明するとき,その説明を受け止め,共感す

る聞き手がいることで,また説明しようと

いう意識につながることから,相手の説明

を聞くときの指導も重要になる。

'(授業中,クラス全体に説明する場面)

集団で話し合う場面は授業においてた

くさんある。また,児童が説明する場を取

り入れることも大切である。

(自分に説明する力)

自力解決の場面で,何がキーワードとな

るのかを意識しながら説明できるように

ノートに書くことで,他者に説明する上で

もっとも大切である自分自身の理解を明

確にする。説明するためには,自分自身が

問題をしっかりと理解し,問題解決の過程

の意味や理由を納得することが大切であ

る。

終章 まとめと今後の課題

木研究を行った結果,平成20年度改訂学

習指導要領で求められている「説明する活

動」を明らかにし,説明する活動の指導に

ついて提言した。説明する力は簡単に身に

付くものではない。児童・生徒の成長に合

わせて日々の授業で育成していくことがと

ても大切である。また,児童・生徒の考え

方を認めながら支援していくことが大切で

ある。今後は,本研究でまとめたことを参

考に,児童の実態を念頭において,「説明す

る活動」を含む授業を行っていく。

また,説明する力が身に付いたかどうか

ということを判断するためにも,この力を

どのように評価していくかも検討していか

なければならない課題である。


